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第２部　現況と意向調査
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第１章 延岡市の現況

１．自然的条件

（１）気象・地形・地質
①気象
　気候は温暖多雨の南海型に属し、黒潮の影響により冬
は暖かく、年間の平均気温は17℃前後（平成21年平均
気温）である。また、平地部では年間を通して、ほとん
ど降雪はみられない。
　平成21年の月の降水量を見ると、45mm～ 225mm
であり、年間降水量は1,600mmを超える。平均湿度も
72％前後（平成21年平均湿度）と多雨多湿である。

②地形
　市の北から西にかけては、祖母傾国定公園に指定されている九州山地の山並を望み、東には日豊海岸国定公
園のリアス式海岸を形成している。
　市域を貫流する主要な河川としては、九州山地に源を発して東流する五ヶ瀬川と大瀬川、大崩山を源とする
祝子川、大分県から南流する北川とがあり、河口で合流し日向灘へと注いでいる。
　河口付近は、三角州低地であるとともに、山地が海に没するところの沈降性平野である延岡平野を形成して
いる。

③地質
　延岡市の市街地の地質は、新生第四紀の「沖積層」が分布する地帯であり、礫・砂・粘土により構成されて
いる。
　沖積層以深には新生第三紀の上部四万十層群（頁岩砂岩互層）が出現する。基盤の四万十層群を深く刻み込
んだ旧谷底を更新世の砂礫層（厚さ20～ 30ｍ）が埋積し、その上を砂礫層やシルト層からなる沖積堆積物
が覆っている。この沖積層の厚さは、最も厚いところで40ｍに達する。また、海岸平野には、砂質堆積物を
主とする三角州状堆積物があり、内陸に向って海成堆積物と河成堆積物とが交じっている。

図：平成21年気象概況
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2．歴史

（１）沿革
　本市の各地域は、藩政時代には延岡藩に属し、城下の武家屋敷地や町地と、領知目録などに記される臼杵郡内
の26ヵ村からなる地域にあたり、江戸時代を通じて城付地として栄えた地域である。
　明治４年（1871）の廃藩置県により、延岡県に属することになったが、その後の府県の再編成に伴い美々津
県となり、同６年には宮崎県、同９年には鹿児島県の所属となり、同16年には再び宮崎県となった。
　明治17年に宮崎県東臼杵郡の所属となったが、明治22年の町村制施行により、延岡町、岡富村、恒富村、伊形村、
東海村、南方村、南浦村、北方村、北川村、北浦村の１町９村が成立した。こうして成立した町や村は、それぞ
れの地域の特徴を活かし、独自の発展を遂げていくことになった。
　大正12年（1923）に日豊本線が全線開通し、恒富村に日本窒素肥料株式会社延岡工場(現旭化成)が建設され
ると、延岡町は岡富村・恒富村と昭和５年(1930)に合併し、同8年に市制を施行した。さらに、同11年に東海村・
伊形村と、同30年には南浦村・南方村との合併を行った。
　その後、延岡市は平成の合併により、平成18年(2006)に北方町・北浦町と、平成19年(2007)に北川町と合併し、
新たな市の歴史をスタートさせたところである。

図：新延岡市の誕生
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3．人口

（１）人口・世帯数の推移

①人口・世帯数の推移
　本市の人口は、平成22年現在で131,182人であ
り、宮崎市、都城市についで県下３番目の都市であ
る。
　近年の人口の推移は、経年的に減少傾向を示して
おり、約２～ 5％／５年間の減少率を示している。
　区域別に平成22年度の人口割合をみると、市街
化区域、市街化調整区域、都市計画区域外でそれぞ
れ、78.9％、8.7%、12.4%となり、市街化区域に
人口が集中した市街地構成となっている。
　市街化区域は、ほぼ減少傾向を示しているが、市
街化調整区域と都市計画区域外は、平成12年まで
減少傾向であったが、平成12年～平成17年の５年
間は増加傾向を示し、平成17年～平成22年の５年
間は、再び減少傾向を示している。

　本市の世帯数は増加傾向を示し、平成22年現在
52,454世帯となっている。一方、世帯人員は、昭
和60年の3.2人／世帯から平成22年の2.5人／世帯
と減少傾向にあり、核家族化が進んでいる。

○ 行政区域内人口は減少傾向

○ 市街化区域に人口の約８割が集中、都市計画区域に人口の約９割が集中

○  市街化調整区域と都市計画区域外の人口は、平成12年から17年の間は増加傾向、平成17

年から22年の間は減少傾向

○ 世帯数は増加傾向、世帯人員は減少傾向

○ 人口動態は自然動態、社会動態ともに減少傾向

図：人口の推移

図：世帯数・世帯人員の推移
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（２）年齢階層別人口比率の推移

　本市の年齢階層別の人口割合は、平成
22年（国勢調査）現在で幼年人口（0歳
～ 14歳）14.0％、生産年齢人口（15
歳～64歳）58.8％、老齢人口（65歳以上）
27.2％であり、これらの割合は宮崎県
の年齢階層別の人口割合と、ほぼ同じ値
を示している。
　各区分の推移は、全国的な流れと同様
に、幼年人口、生産年齢人口は減少傾向
にあり、老齢人口は増加傾向にある。
　四人のうち一人は高齢者となる高齢化
社会を迎えている。

○ 幼年人口（０歳～14歳）、生産年齢人口（15歳～64歳）ともに減少傾向

○ 老齢人口（65歳以上）は増加傾向

図：人口動態の推移

②人口動態
　人口動態をみると、平成16年以降、自然動態と社会動態ともに減少傾向を示しており、平成23年は、自然
減436人、社会減404人となっている。
　自然動態は、平成15年まで増加傾向を示していたが、平成16年以降は減少傾向となり、平成19年以降、減
少数が年々大きくなっている。
　社会動態は減少傾向を示しており、平成20年までは年間約９00人前後の減少、平成21年以降は年間約400
人前後の減少を示している。

図：年齢階層別人口比率の推移
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（３）可住地人口密度

（４）ＤＩＤ区域の変遷

　市街化区域の人口密度は、昭和60年は76.0
人/haであったが、平成７年は70.8人/ha、平
成17年現在は67.9人/haであり、減少を続け
ている。
　市街化調整区域の人口密度は、平成17年現
在は2.2人/haであり、ほぼ横ばい状態である。
　市街化区域と市街化調整区域を合わせた都市
計画区域の人口密度は、平成17年現在は15.6
人/haであり、減少を続けている。

　DID区域の面積は、平成７年をピークに減少傾向であったが、平成17年～平成22年の５年間は、微増では
あるが増加傾向を示している。
　DID区域の人口密度は、昭和60年の48.7人/haから平成２年に44.5人/haに減少し、その後、横ばい状態を
示し、平成22年のDID区域内の人口密度は42.5人/haである。

○ 市街化区域の可住地人口密度は67.9人/haで、減少傾向

○ 市街化調整区域の可住地人口密度は2.2人/haで、横ばい状態

○ 都市計画区域の可住地人口密度は15.6人/haで、減少傾向

○ DIDの区域面積は、平成７年をピークに減少傾向、平成17年から22年の間は微増

○ 人口密度は、平成２年以降、横ばい状態

図：可住地人口密度の推移
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（５）１日あたりの移動人口

　本市の1日あたりの市外への移動人口は、平成22年10月1日における調査では、4,687人であり、平成7年
から一貫して増加を続けている。主な移動先としては、日向市1,631人、門川町1,271人、宮崎市491人、高
千穂町132人、日之影町104人となっており、宮崎県北地域や宮崎市へ多く移動している。
　また、市外から市内への移動人口は、平成22年10月1日における調査では、5,775人であり、市外への移
動人口と同様に平成7年から一貫して増加を続けている。主に、日向市2,415人、門川町1,951人、宮崎市
540人、高千穂町149人、日之影町145人から移動してきており、市外への移動先と同じ市町となっている。

○ 市外への移動人口、市外からの移動人口ともに増加傾向

○ 日向延岡新産業都市計画区域内である日向市、門川町からの人口移動が多い
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図：流出・流入状況図（平成22年国勢調査10月1日の状況）
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（６）都市性格分類

　本市は、平成22年現在、県平均と比較して昼夜間人口・自市内就業率ともに高い状況にあり、都市の性格
としては、「核型」に分類される。
　県北地域の他の市町村を見ると高千穂町、諸塚村、椎葉村が「核型」に分類され、門川町が「住機能型」に、
日向市、日之影町、五ヶ瀬町、美郷町が「住機能型」＋「独立型」に分類される。このように周辺市町村の分
類からも、本市は県北地域の中心都市としての役割を担っている。

○ 延岡市は核型に分類
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４．産業

（１）産業別就業者数の推移

　本市の15歳以上の就業者数は減少し
続けており、平成2年総数の67,269人
が、平成22年には56,959人と、平成
2年に対し平成22年における総数は約
85％となっている。
　平成22年の産業別の就業者数は、第
一次産業が3,113人、第二次産業が
16,091人、第三次産業が36,203人で、
構成比は5.5％、28.2％、63.6％となっ
ている。
　県の構成比と比較すると第一次産業就
業者数の割合が低く、第二次産業就業者
数の割合が高くなっており、工業都市と
しての特徴が現れている。
　産業別の就業者の推移は、第一次産業
と第二次産業は減少傾向を示しており、
特に、第一次産業就業者数の減少が大き
い。また、第三次産業就業者数の推移も、
平成７年をピークに減少傾向を示してい
る。

○ 就業者総数は減少傾向。平成2年に対し平成22年の総数は約85％

○  産業別の構成比は工業都市としての特徴。（第一次産業の割合が低く、第二次産業の割合が

高い）

○ 第一次と第二次産業は減少傾向。第三次は平成７年をピークに減少傾向。

図：産業者別従業者比率の推移
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（２）農業（耕地面積の推移）

　本市の農家数は減少傾向にあり、昭和60年の農家数5,385戸に対し、平成22年は2,877戸と約5割になって
いる。また、耕地面積においても、昭和60年の耕地面積2,851haに対し耕地面積1,728haと約6割に減少し
ている。
　また、1戸当たりの耕地面積は0.5ha程度となっている。

○ 農家数及び耕地面積の推移は減少傾向

○ 平成22年の農家数2,877戸、耕地面積1,728ha

○ 昭和60年に対し平成22年の農家数は約５割、耕地面積は約６割

○ １戸当たりの耕地面積0.5ha

図：農家数と耕地面積の推移
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（３）商業（商業販売額の推移）

　本市の商業販売額は、平成3年をピークに減少傾向を示している。平成19年度現在の販売額は228,289
百万円で、ピーク時の約7割である。
　卸売業の商業販売額が112,630百万円、小売業が115,658百万円で、その割合は経年的にも同じである。
　平成19年現在の商店数及び従業者数は1,756店舗、10,387人であり、商店数及び従業者数の推移は概ね減
少傾向にある。特に、店舗数の減少は著しく、昭和63年に対し平成19年の店舗数は約6割となっている。

○ 商業販売額は平成3年をピークに減少傾向

○ 平成19年現在の商業販売額は228,289百万円

○ 商店数は減少傾向、昭和63年に対し平成19年の店舗数は約６割

○ 従業者数も減少傾向、昭和63年に対し平成19年の従業者数は８割

図：商店数・従業者数の推移 図：商業販売額の推移
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（４）工業（事業所数・製造品出荷額等の推移）

　本市の製造品出荷額等の推移は、平成7年から平成15年は、概ね減少傾向にあったが、平成15年以降は大
幅な増加傾向を示している。平成20年現在の製造品出荷額は290,367百万円であり、これは平成5年の製造
品出荷額の約1.2倍である。
　事業所数及び従業者数の推移は、製造品出荷額等と同様に、平成7年から平成15年は概ね減少傾向にあった
が、平成15年以降は、概ね横ばい状態になった。平成20年現在の事業所数は379事業所、従業員数は9,605
人である。

○ 製造品出荷額等は平成15年までは減少傾向、それ以降は大幅な増加傾向

○ 平成20年の製造品出荷額等は平成５年の約1.2倍

○ 事業所数及び従業員数は平成15年までは減少傾向、それ以降は概ね横ばい状態

図：製品出荷額等の推移 図：事業所数・従業者数の推移
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５．土地利用

（１）土地利用規制の状況
①都市計画法（地域地区等）

　本市の都市計画区域の面積は10,376haであり、行政区域面積86,800haの約12％にあたる。市街化区域の
面積は2,510haであり、都市計画区域面積の約24％にあたる。
　市街化区域内の用途地域の内訳をみると、住宅系用途地域が1,759ha（70.1％）、商業系用途が220ha
（8.8％）、工業系用途が531ha（21.1％）となっている。
　商業系用途地域は、既存の商業地がある川北、川中、川南地区一帯を指定している。工業系用途地域は、市
街地を南北にはしる国道10号沿道、並びに、延岡港及び延岡新港周辺を指定している。
　その他の地域地区として、準防火地域が商業地域を中心とした地区に指定されており、風致地区が城山公園
周辺に指定されている。

○ 都市計画区域は10,376ha、行政区域の約12％

○ 市街化区域は2,510haで、都市計画区域の約24％

○ 住宅系用途地域が７割、商業系用途地域が１割、工業系用途地域が２割

○ 商業系用途地域は、川北、川中、川南地区一帯に指定

○ 工業系用途地域は、国道10号沿道、延岡港、延岡新港周辺を指定

○ 準防火地域は商業地域を中心に指定

○ 風致地区は城山公園周辺を指定
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図：法規制現況図（都市計画）
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　本市は地区計画5地区、再開発地区計画1地区を決定している。
　地区計画の指定内容は、若葉地区及び塩浜地区において、良好な居住環境の形成と保全を目的に指定し、中
島地区では住宅地と工業地の共存による良好な環境の保全を目的に指定している。また、クレアパーク延岡工
業団地では、快適で潤いのある工業団地の形成を目的に指定を行っている。
　旭町再開発地区計画は、遊休地の土地利用転換を契機に、新たなライフスタイルに対応した都市機能の実現
を図ることを目標にしている。

○ 良好な居住環境を形成する住宅地を目的とした地区計画を２箇所指定

○ 居住環境と生産環境が調和したまちづくりを目的とした地区計画を１箇所指定

○ 周辺環境と調和した快適で潤いのある工業団地の形成を目的とした地区計画を２箇所指定

○ 隣接する住環境に配慮した商業施設の整備を目的とした再開発地区計画を１箇所指定

②都市計画法（その他）
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　本市の農業振興地域は、行政区域面積86,800haのうち市街化区域と大規模な山林を除く25,579ha（行政
区域面積の29.5％）が指定されている。また、農業振興地域の12.9％にあたる3,303haを農用地区域に指定
しており、その内訳は、農用地3,289ha、農業用施設用地14haとなっている。
　本市の森林面積は73,337haあり、所有区分別にみると国有林が9,429ha（森林面積の約13％）、民有林が
63,908ha（森林面積の約87％）となっている。民有林の99.9％にあたる63,880.67haが地域森林計画対象
民有林に指定されており、森林地域における開発行為を制御し、森林の土地の適正な利用を確保している。さ
らに、民有林面積の約24％にあたる15,154haは保安林に指定されており、伐採や開発に制限を行っている。
　また、本市には自然公園法の自然公園として、祖母・傾国定公園、日豊海岸国定公園、祖母・傾県立自然公
園の3地区が指定されているが、都市計画区域内は該当しない。　
　その他の法規制として、本市には砂防指定地249件、地すべり防止区域3地区、急傾斜地崩壊危険区域265
件が指定されている。なお、地すべり防止区域3地区は都市計画区域外での指定である。

○ 農用地区域は、農業振興地域25,579haの12.9％、3,303haを指定

○ 農用地区域の内訳は、農用地3,289ha、農業用施設用地14ha

○ 国有林9,429ha、民有林63,908ha、保安林15,154ha

○ 都市計画区域外に祖母・傾国定公園、日豊海岸国定公園、祖母・傾県立自然公園

○ 砂防指定地249件、地すべり防止区域３地区、急傾斜地崩壊危険区域265件

③その他の土地利用規制（農振法、森林法、自然公園法、その他）
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図：法規制現況図（その他）（平成22年度）
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（２）土地利用現況

　本市の都市計画区域内の土地利用は、自然的土地利用が69.4％、都市的土地利用が30.6％であり、土地利
用区分別に割合が高い順で見ると、森林42.1％、宅地16.0％、農地13.1％、その他の自然地8.3％、道路6.4％
の順になっている。
　市街化区域内は、自然的土地利用が14.9％、都市的土地利用が85.1％であり、土地利用区分別に割合が高
い順で見ると、宅地53.4％、道路用地14.2％、公益施設用地10.6％、農地6.2％、その他の空地5.8％の順になっ
ている。
　一方、市街化調整区域内の土地利用は、自然的土地利用が86.7％、都市的土地利用が13.3％であり、土地
利用区分別に割合が高い順で見ると、森林54.0％、農地15.3％、その他の自然地10.0％、水面7.4％、宅地4.1％
の順になっている。

○ 都市計画区域内の土地利用は自然的土地利用が69.4％、都市的土地利用が30.6％

○ 市街化区域内は自然的土地利用が14.9％、都市的土地利用が85.1％

○ 市街化調整区域内は、自然的土地利用が86.7％、都市的土地利用が13.3％
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図：土地利用別面積比率
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図：土地利用現況図（平成19年度）
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（３）開発動向
①市街地整備の状況

　本市の市街地整備の状況をみると、昭和初期から市街地の中心部において土地区画整理事業や戦災復興事業、
市街地開発事業等が行われている。それらの事業の事業区域の面積は約789.2haであり、現在の市街化区域
面積（2,510ha）の約31％にあたる。
　市街地整備が行われた地域の内、約80%にあたる地域で土地区画整理事業が行われており、全事業地区数
は27地区となり、事業区域面積の合計は663.7haになっている。

○ 市街地整備済み区域は市街化区域面積の約31％

○ 土地区画整理事業は、市街地整備済み区域の約80％に該当し、27地区663.7ha
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図：市街地整備の状況
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　本市の近年における宅地開発の状況は、住宅用地の開発が多く、そのほとんどが土地区画整理事業によって
行われている。事業主体は延岡市、延岡市土地開発公社の公的機関が多く、その他は土地区画整理事業組合で
ある。これらのほとんどの事業は、約10年前に完了しており、施行中の事業は岡富古川土地区画整理事業と多々
良土地区画整理事業の2事業である。
　また、開発許可については、減少傾向を示しており、平成13年以降は、年間５件、25,000㎡程度の開発に
とどまるなど、大規模な開発の終息傾向が示されている。

○ 住宅用地の開発が多く、そのほとんどが土地区画整理事業により実施

○ 事業主体は、公的機関と土地区画整理事業組合

○ 施行中は２事業（岡富古川地区と多々良地区）

②宅地開発及び開発許可の状況

開発許可の状況
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　本市の都市計画区域内の新築着工の
状況は、平成13年から平成17年までの
5年間で1,907件、年間平均約380件が
建築されている。経年的に見ると、平成
14年の着工件数が263件であり、他の
年の着工件数と比較すると低くなってい
るが、その他の年は年間約400件前後を
推移している。
　新築を用途別に見ると、住宅が77％、
その他10％、商業10％、工業3％の割
合となっている。
　区域別に見ると、市街化区域内が約９
割、市街化調整区域が約１割となってい
る。また、用途別の割合を見ると市街化
区域内の住宅の割合が約80％程度であ
るのに対し、市街化調整区域は60％程
度で、その割合が低く、住宅・商業・工

○ 平成13年から平成17年までの新築着工件数は1,907件、年間平均380件

○ 平成14年度の着工件数（263件）を除くと年間400件前後を推移

○ 用途別の割合は、住宅77％、その他10％、商業10％、工業3％

○ 区域別に見ると市街化区域内約90％程度、市街化調整区域10％程度

○ 市街化調整区域は住宅60％程度で、その他（23％）の割合が高い

○  市街化区域は、川島町、富美山町、野田町、大貫町５・６丁目、別府町、浜町、伊形町が多い

○ 市街化調整区域では、舞野町、大貫町４丁目、方財町、小野町が多い

③新築着工状況

図：新築着工の状況

図：区域別新築着工の状況
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業以外のその他の割合（23％）が高くなっている。新築着工件数を地区別に見ると、市街化区域内は川島町（第
2種中高層住居専用地域）、富美山町（第1種及び第2種中高層住居専用地域）、野田町（第2種中高層住居専用
地域）、大貫町5・6丁目（第2種中高層住居専用地域）、別府町（第1種住居地域・準工業地域）、浜町（第1種
住居地域・準工業地域）、伊形町（第1種住居地域）が多く、これらは、国道10号沿道及び第一種住居地域ま
たは第二種中高層住居専用地域内の地区である。また、市街化調整区域では、舞野町、大貫町4丁目、方財町、
小野町が多い状況である。

図：新築着工状況図
（平成13年～平成17年）
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　本市の農地転用の状況は、平成8年から平
成17年までの10年間で2,388件、117.0ha
の転用が行われている。用途別に見ると住
宅用地が1,504件、59.0haと最も多く、そ
の他が670件、41.7ha、工業用地164件、
10.7ha、公共施設用地50件、5.6haの順に
なっている。　また、10年間の区域別の割
合を見ると、件数割合と面積割合ともに、市
街化区域が約8割程度、市街化調整区域が約
2割程度となっている。
　また、市街化区域内では平成8年から平成
17年の間は概ね減少傾向にあり、平成8年の
346件、15.5haに対し、平成17年は136件、
5.9haで、約4割となっている。市街化調整
区域は、平成8年から平成17年の間は概ね横
ばい傾向にある。
　農地転用状況を地区別に見ると、市街化区
域内は稲葉崎町3・5・6丁目（第1種住居地
域）、大武町（第1種住居地域・工業地域）、
粟名野町（第1種住居地域・準工業地域）、
別府町（第1種住居地域・準工業地域）、野
田町（第2種中高層住居専用地域）、伊形町（第

○ 平成８年から平成17年までに、2,388件、117.0haにおいて農地転用

○ 用途別に見ると住宅用地が1,504件、59.0haと最も多い

○ 区域別の割合は、市街化区域約8割、市街化調整区域約２割

○ 面積割合の推移は、市街化調整区域の割合が増加、平成17年は４割弱

○ 市街化区域の推移は減少傾向、平成８年に対し平成17年の転用件数、面積ともに約４割

○ 市街化調整区域の推移は、平成８年から横ばい状態

○ 市街化区域内は稲葉崎町３・５・６丁目、大武町、粟名野町、別府町、野田町、伊形町

○ 市街化調整区域では、夏田町、天下町、石田町が多い

④農地転用状況

図：農地転用状況（区域別面積割合）

図：農地転用状況
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1種住居地域）が多く、これらは国道10号沿道及び市街化区域の西部に位置する地区である。また、市街化調
整区域では、夏田町、天下町、石田町が多い状況である。

図：農地転用状況図
（平成13年～平成17年）
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６．建物

（１）建物用途別現況

○  都市計画区域は住宅が72.8％、農林漁業用施設が5.2％、文教厚生施設Ｂが3.9％、併用住

宅が3.9％、運輸倉庫施設3.6％

○  市街化区域では運輸倉庫施設や業務施設の割合が高いが、市街化調整区域では農林漁業用

施設の割合が高い

○  建物用途を中分類でみると住居系用途が78.0％、工業系用途が6.1％、その他が5.4％、商

業系用途が5.3％、文教・公共が5.2％

○  市街化区域では、住居系や工業系、商業系の割合が高く、市街化調整区域では、住居系や

その他、文教・公共の割合が高い
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　本市の都市計画区域内の建物用途別現況をみると、棟数割合が高い建物用途は住宅が72.8%、農林漁業用
施設が5.2％、文教厚生施設Ｂが3.9％、併用住宅が3.9％、運輸倉庫施設3.6%の順になっている。区域別に
見ると市街化区域では、住宅が73.3%、運輸倉庫施設4.7%、併用住宅が4.2％、業務施設4.1％、文教厚生施
設Ｂが2.9％の順になっている。
　一方、市街化調整区域は、都市計画区域と同じ順位である。市街化区域では、運輸倉庫施設や業務施設の割
合が高く、市街化調整区域では農林漁業用施設の割合が高い。
　また、建物用途を中分類でみると、住居系用途が78.0%、工業系用途が6.1%、その他が5.4％、商業系用
途が5.3%、文教・公共が5.2％になっている。建物用途と同様に、市街化区域では、住居系や工業系、商業系
の割合が高く、市街化調整区域では、住居系やその他、文教・公共の割合が高い。

　市街化区域内の建物構造の状況をみると、棟数比率で74.9%、延べ床面積の比率で51.9%が木造となって
いる。棟数比率を地区別でみると、南一ヶ岡七丁目（第2種低層住居専用地域）、野田町北（第2種中高層住居
専用地域）、山月町四・五丁目（第1種住居地域）、土々呂町二丁目（第1種住居地域）、桜ヶ丘三丁目（第2種
中高層住居専用地域）、山月町二・三丁目（第1種住居地域）などで木造率が90％を越えている。しかし、そ
のほとんどが住居専用地域内であり、極端な木造密集地区ではない。
　また、準防火地域に関する調査区の建物構造の状況をみると、棟数比率で56.2%、延べ床面積の比率で
25.9%が木造となっており、建物構造の非木造化が進んでいる。
　地区別にみると、川北・川中地区の木造率（棟数）が50％以下であるのに対し、川南地区の木造率は
61.8％、南延岡駅前地区は69.4%であり、非木造化が低い状況である。

（２）構造・階数別現況

○ 市街化区域内の木造率は棟数比率で74.9％、延べ床面積比率で51.9％

○ 木造率90％以上の地区は６地区、極端な木造密集地区はない。

○ 準防火地域の木造率は棟数比率で56.2％、延べ床面積比率で25.9％

○ 川南地区の木造率（棟数61.8％）が高い
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　本市の1,000㎡以上の商業系施設の立地状況は29件の開発が行われている。その内、3,000㎡以上10,000
㎡未満の開発は5件、10,000㎡以上の開発が2件行われている。
　開発地区の用途地域をみると、商業系用途地域で6件、工業系用途地域で8件、住居系用途地域で15件となっ
ており、商業系用途地域以外での開発が行われている。特に国道10号及び国道218号沿道周辺に分布している。

（３）大規模建築物立地状況

○ 1,000㎡以上の規模を有する開発は29件

○ 商業系用途地域以外の主要道路沿道で開発が進行
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図：大規模商業施設立地状況図
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　本市の主要公共施設や大型商業施設、医療・福祉施設、学校などは、市街化区域内に集中している。また、
3つの総合支所を中心に、医療施設やＪＡ延岡各支店、Ａコープなどの商業施設が立地している。

（４）主要施設配置状況

○ 主要公共施設や大型商業施設、医療・福祉施設、学校などは市街化区域内に立地

○ 北方町・北浦町・北川町総合支所周辺に、医療施設、JA、Ａコープなどの商業施設が立地

図：公共公益施設分布図
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７．都市施設

（１）都市計画施設の整備状況
①都市計画道路の整備状況

　本市の都市計画道路は、市街化区域を中心に51路線、総延長122,670mが計画決定されている。整備の状
況は、改良済み区間延長51,600ｍで改良率42％、概成済延長37,392ｍを足した整備率は73％である。
　また、全51路線の内、改良済に概成済を加えた整備済み路線（整備率100％）は25路線が該当し、整備率
が50％に満たない路線は8路線あり、その内5路線は工事未着手路線である。さらに、市街地の中心部ほど整
備済み区間が多く、市街化区域の外周部に未整備区間が多く残っている。
　高速道路網の整備率は、延岡外環状線73％、延岡北方線72％、南延岡インター線及び延岡インター線は
100％である。

○ 約42％の都市計画道路が改良済み、約73％の都市計画道路が整備済み（概成含む）

○ 整備率が50％に満たない路線８路線、未着手路線５路線、昭和45年以前の決定が多い

○ 市街化区域の外周部に未整備区間が多い

○ 延岡外環状線73％、延岡北方線72％、南延岡インター線・延岡インター線100％整備済み
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図：都市計画道路の整備状況図　（平成23年度）
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　本市の都市計画公園は、街区公園77箇所、近隣公園5箇所、地区公園1箇所、運動公園1箇所、特殊公園5箇
所の合計89箇所、145.59haが都市計画決定されている。平成23年現在の整備状況は87箇所、125.50haが
整備され、計画面積の86％が供用開始されている。各種公園の整備率は、街区公園95％、近隣公園83％、地
区公園83％、運動公園100％、特殊公園75％であり、近隣公園と地区公園、特殊公園の整備率が低い状況で
ある。特に、街区公園の野田第二街区公園および近隣公園の石田公園は整備中、街区公園である船倉街区公園
は49％の整備率になっている。
　緑地は20箇所、529.81haが都市計画決定されているが、整備状況は20箇所、36.19haであり、供用開
始されているのは計画面積の7％にしかすぎない。これは、五ヶ瀬川市民緑地の低い整備状況（計画面積
518.40haに対し併用面積26.38ha）が要因となっている。
　上記、都市計画公園等の整備状況は、都市計画決定109箇所、675.40haに対し、供用開始されているのは
107箇所、161.69haの24％である。なお、行政区域内人口（平成22年国勢調査人口）１人当たりの公園面積は、
供用ベースで12.3㎡ /人（計画ベース51.5㎡ /人）となっている。

○ 約86％の都市計画公園が供用開始

○ 各種公園の内、近隣公園と地区公園、特殊公園の整備率が低い

　　　　　　　　　　（各公園の内訳については次頁参照）

○ 石田近隣公園、船倉街区公園、野田第二街区公園の整備率が低い

○ 緑地の供用開始率は７％　五ヶ瀬川市民緑地の整備状況が要因

○ 人口（平成22年）１人当たりの公園面積は、供用ベースで12.3㎡ /人

②都市計画公園等の整備状況
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図：都市計画公園の整備状況図　（平成23年度）
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図：都市計画緑地の整備状況図　（平成23年度）
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　本市の下水処理は、主に市街化区域内を公共下水道事業、市街化調整区域を公共下水道事業及び農業集落排
水事業、都市計画区域外を農業集落排水事業及び漁業集落排水事業により処理を実施している。これらの3事
業による行政区域人口に対する下水道の人口普及率は79.2％である。
　公共下水道事業は、平成23年度末で全体計画区域2,643.9ha、事業認可区域2,130.1ha、処理区域1,939.5ha
であり、整備面積率は、全体計画区域に対して73.4％と事業認可区域に対して91.1％である。また、公共

○  本市の下水処理は、公共下水道事業（公共下水道と特定環境保全公共下水道）、農業集落排

水事業、漁業集落排水事業により実施

○ ３事業による人口普及率は、平成23年度末で79.2％

○ 公共下水道事業の人口普及率は72.6％

○ 市街化区域内で行われている公共下水道の整備面積率は75％

○ 市街化調整区域で行われている特定環境保全公共下水道の整備面積率は53％

○ 農業集落排水事業の計画人口に対する現在の処理人口は56％、人口普及率は5.3％

○ 漁業集落排水事業の計画人口に対する現在の処理人口は58％、人口普及率は1.3％

（Ｈ24. ３.31）

③下水道の整備状況

下水道事業の計画人口120,480人、処理人口
95,695人であり、人口普及率は72.6％である。
　公共下水道事業は、主に市街化区域内で行わ
れる公共下水道事業と市街化調整区域で行われ
る特定環境保全公共下水道事業の2つに分かれ
る。
　市街化区域（2,510ha）内の工業専用地域
及び主要な工業地域を除く地域が、公共下水道
事業の全体計画区域（2,401.9ha）に計画され
ており、その内の82％である1,975.5haが認
可区域に指定されている。平成23年度末で全
体計画区域の75％、1,812.4haが整備を完了
しており、残る認可区域内（岡富古川地区、大
武地区、無鹿地区等）の整備を進めている。
　また、市街化調整区域内では、特定環境保全
公共下水道事業として整備が進められており、
全体計画区域242.0ha、認可区域154.6ha、
処理区域127.1haであり、計画区域に対して
53％の整備が完了している。
　市街化調整区域の集落地や都市計画区域外の
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集落地で進められている農業集落排水事業では、10処理区で計画人口12,450人が計画されており、平成23
年度末現在の処理人口は6,937人である。この処理人口は、計画人口の56％にあたり、行政区域人口に対す
る人口普及率は5.3％である。

　都市計画区域外の漁村で進められている漁業集落排水
事業は、2処理区で計画人口3,015人が計画されており、
現在の処理人口は計画人口の58％にあたる1,746人で
ある。また、行政区域人口に対する人口普及率は1.3％
である。

図：本市の下水処理の状況図
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図：公共下水道等整備状況図
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　本市のその他の都市施設としては、延岡総合地方卸売市場（4.0ｈａ）と延岡塵芥処理場（6.0ha）を都市
計画決定している。
　なお、延岡塵芥処理場では平成21年4月から供用開始した新清掃工場の安全で安定的な運転管理に努めなが
ら適正な廃棄物処理を行っている。さらに、発生する有害物質について法令基準値より厳しい施設基準値以下
で運転し、環境に配慮したゴミ処理を行っている。
　また、現在使用している最終処分場の川島埋立場は、昭和55年5月の供用開始後30年以上が経過し、残容
量が少なくなっているために、現在、北方町笠下に、新たな最終処分場の整備を進めている。

　本市の水道は、上水道が1施設、簡易水道が15施設の計16施設である。これらの水道普及率は、平成23年
度で98.3％となっている。
　上水道事業には、古城、祝子、西階、三輪、細見の５つの水源地があり、いずれも清廉な地下水、もしくは
伏流水である。また、簡易水道の水源としては、地下水が13箇所、表流水が9 箇所ある。水質に応じて塩素消毒、
緩速ろ過、急速ろ過により浄水処理を行っているが、平成20年度から、クリプトスポリジウム等の耐塩素性
病原生物対策として、膜ろ過や紫外線照射による高度浄水施設整備に着手し、より一層の安心で安全な水道水
の供給を図っている。
　本市の水道は、昭和31年に都市化とともに進む井戸水の汚染解消として供用開始し、50年以上経過してい
る。創設当時からの施設は老朽化し、地震等の自然災害に対応できない状況であり、施設の多くが更新時期を
迎えている。

○ その他の都市施設は、延岡総合地方卸売市場（4.0ha）と延岡塵芥処理場（6.0ha）整備済み

○ 上水道１施設、簡易水道15施設の計16施設

○ 普及率は、平成23年度で98.3％

④その他の都市施設

⑤上水道
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　平成24年４月１日現在の市営住宅管理戸数は2,585戸で、団地数は72団地である。種別にみると、公営住
宅が2,510 戸（97.1%）（特別公共賃貸住宅を含む）、単独が28戸（1.1%）、その他住宅が47戸（1.8%）である。
地域別にみると、延岡地域が2,307戸で最も多く、次いで北浦地域で121戸、北方地域で86戸、北川地域で
71戸である。

○ 市営住宅の管理戸数は72団地、2,585戸

○  公営住宅が2,510戸（97.1％）（特別公共賃貸住宅を含む）、単独が28戸（1.1％）、その

他住宅が47戸（1.8％）

○ 延岡地域2,307戸、北方地域86戸、北浦地域121戸、北川地域71戸

⑥市営住宅
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（２）道路網・交通の状況
①国道・県道・市道の整備状況

　本市の道路網は、国道４路線、主要地方道4路線、県道21路線及び市道で構成されている。南北方向は国道
10号、国道326号及び国道388号が骨格となり、東西方向は国道218号が骨格になっており、国道10号と国
道218号の交差部周辺地域を中心に、放射状に道路が配置されている。
　改良率は、一般国道が95.7％、主要地方道79.9％、一般県道23.5％、市道が67.4％となっている。路線別
にみると、主要地方道では(主)北方土々呂線の改良率が低く、一般県道では、早日渡停車場線、日向長井停車
場線、土々呂日向線、須美江インター線、上祝子綱の瀬線、大保下曽木停車場線が10％以下の改良率となっ
ている。舗装率についても、改良率と同様の結果となっている。

○ 国道４路線、主要地方道４路線、県道21路線及び市道で道路網を構成

○  国道10号、国道326号、国道388号、国道218号を骨格に、市中心部から放射線状に道路

を配置

○ 改良率は、国道約96％、主要地方道約80％、一般県道約24％、市道約67％

○  主要地方道では（主）北方土々呂線の改良率が低く、一般県道では、早日渡停車場線、日向

長井停車場線、土々呂日向線、須美江インター線、上祝子綱の瀬線、大保下曽木停車場線が

改良率10％以下

○ 舗装率も改良率と同様の結果
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②高速道路網

　高速道路網は、東九州自動車道と九州中央自動車道（九州横断自動車道延岡線）が計画されており、東九州
自動車道の一部となる延岡道路2工区は平成17年4月に、延岡～須美江間は平成24年12月に、北浦～蒲江間
は平成25年2月に供用開始し、九州中央自動車道（九州横断自動車道延岡線）の北方～延岡間は平成20年4月
に供用開始に至った。
　九州中央自動車道の蔵田～北方間については、一般国道の自動車専用道路として整備が進められ、また、東
九州自動車道の須美江～北浦間については、国と地方の負担で高速道路を整備する手法である新直轄方式によ
り整備を進めている。

○ 東九州自動車道と九州中央自動車道（九州横断自動車道延岡線）が計画

○  東九州自動車道の延岡～門川間は平成17年４月に、延岡～須美江間は平成24年12月に、北

浦～蒲江間は平成25年2月に供用開始し、九州中央自動車道（九州横断自動車道延岡線）の

北方～延岡間は平成20年４月に供用開始

○  高速道路網が完成すると延岡市から１時間半圏内に宮崎市、大分市、熊本市が入り、福岡市

は約２時間40分、鹿児島市が約３時間10分

○  宮崎市方面については、平成24年12月に都農～高鍋間が供用開始し、平成25年度に日向～

都農間が開通予定

図：九州の高規格幹線道路網図
（出展：2012高速道路　宮崎県）
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　高速道路網が完成すると、延岡市から1時間
半圏内に宮崎市、大分市、熊本市が入り、福岡
市は約２時間40分、鹿児島市が約3時間10分
であり、現在の所用時間を大幅に短縮すること
になる。なお、宮崎市方面については、平成
24年度に都農～高鍋間、平成25年度に都農～
日向間が開通することにより、延岡市・宮崎市・
鹿児島市が高速道路により繋がることになる。

図：延岡市から各都市への所要時間
（出展：2011高速道路　宮崎県）

③交通量

　平成17年道路交通センサスによると、慢性的混雑状態を示す混雑度1.75を超えるのは、一般国道１０号の
塩浜町（2.57）、土々呂町（2.00）、稲葉崎平原線の萩町（2.23）などとなっている。
　また、連続的混雑状態を示す混雑度1.25を超えるのは、稲葉崎平原線の愛宕町（1.46）、一般国道１０号の
中の瀬町（1.37）、一般国道２１８号の古川町（1.30）などとなっている。

○ 一般国道10号の塩浜町などについては、慢性的な混雑状態となっている

○  稲葉崎平原線の愛宕町などについては、ピーク時の混雑に加え、その前後の時間帯において

も慢性的ではないが、混雑状態となっている



第２部 第１章 延岡市の現況

延岡市都市計画マスタープラン　59

図：主要道路断面交通量図　（平成17年道路交通センサス）
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④バス路線の状況

　延岡市では、バス路線として補助路線9本、廃止代替路線3本、自主運行路線33本の合計45路線が運行され
ている。これらのバス路線は、国道および旧延岡市を中心に運行されていることから、北方町周辺では乗合タ
クシー 8路線、北浦町周辺では乗合タクシー 3路線、北川町周辺ではコミュニティバス4路線が運行されている。
その他、各地域ともにスクールバスが運行されている。

○ バス路線45路線運行（国道および旧延岡市を中心）

行運線路51ーシクタ合乗、スバィテニュミコ種各はで町川北、町浦北、町方北  ○

○ 北方町、北浦町、北川町ではスクールバスも運行

図：バス路線網図

コミュニティバス北川線　路線図

乗 合 タ ク シ ー 北 方 線　 路 線 図

乗 合 タ ク シ ー 北 浦 線　 路 線 図
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８．その他

（１）文化財の分布状況

（２）観光資源

　本市には、国・県・市指定の史跡・名勝・天然記念物、県・市指定の有形文化財・無形民俗文化財が、数多
く存在する。この内、都市計画区域内には南方古墳群や延岡古墳群、沖田貝塚の史跡、那智の滝の名勝、アカ
ウミガメ及びその産卵地である天然記念物等がある。
　また、市街化区域内には、市指定の史跡延岡城跡や有形文化財があり、内藤記念館には延岡藩主であった内
藤家から寄贈された数多くの有形文化財が所蔵されている。

　本市の過去7年間の観光入込客数は年平均
107万人で推移しており、平成17年以降は
微増傾向にある。
　平成15年から平成21年の間は、県内客が
減少傾向にあるのに対し、県外客が増加傾向
にあることが、要因となっている。
　宿泊施設利用者数は、平成19年から平成
21年の間は年平均23万人で推移している。
また、宿泊施設利用者を地域別に見ると宿泊
者の約８割程度が県外客となっている。

○  都市計画区域内には南方古墳群や延岡古墳群、沖田貝塚の史跡、那智の滝の名勝、アカウ

ミガメ及びその産卵地である天然記念物等

○  市街化区域内には、市指定の史跡延岡城跡や内藤家旧蔵の能狂言面などの有形文化財（内

藤記念館所蔵）

○　観光入込客数は年平均107万人で推移、平成17年以降は微増傾向

○　平成15年から平成21年間は、県内客が減少傾向、県外客が増加傾向

○　自然、歴史特性を有する観光地が分布

図：観光客数の推移

図：宿泊施設利用者の状況
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（３）都市景観整備の状況

　本市では、平成20年4月に景観行政団体に移行したことにより、「清流が育んだ歴史・産業が織り成す“水郷
のべおかの景観”づくり」を基本目標とした、延岡市景観計画を平成22年７月に策定した。
　延岡市景観計画においては、自然景観や市街地景観、歴史・文化的景観などの多彩な景観との連携を図り、
市全体での良好な景観づくりを進めるために、市全域を景観計画の区域として定めた。
　景観計画区域のうち、景観形成上特に重要な地区である「城山周辺地区」と「シンボルロード周辺地区」を、
景観形成重点地区に定め、重点的・先導的に景観形成を推進することとし、景観形成重点地区及びその周辺の
主要な公共施設や河川についても景観重要公共施設に指定することにより、魅力ある公共空間の創出を図るも
のとしている。
　また、平成23年10月には、市民、事業者及び行政が協働し、自然と歴史、産業が織り成す本市らしい景観
を守り、はぐぐみ、つくり、次世代に引き継ぎ、もって快適で心豊かに過ごすことができるまちづくりに資す
ることを目的とした延岡市景観条例の施行を行った。

○ 平成20年４月景観行政団体に移行

○ 平成22年７月延岡市景観計画策定

○ 平成23年10月延岡市景観条例施行

五
ヶ
瀬
大
橋

図：景観重要公共施設
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第２章 上位計画

１．上位計画

（１）延岡市長期総合計画（平成18年度～平成27年度）

図：第５次延岡市長期総合計画体系図

まちづくりの
戦略的視点

　①流入経済活力の強化
　②循環経済活力の強化
　③快適性の向上
　これからのまちづくりの基本姿勢を定め、市民力や地域力、都市力を最大限に発揮し
ながら、3つの戦略的な視点を持ってまちづくりを進める。

将来の都市像 「市民力・地域力・都市力が躍動するまち　のべおか」

まちづくりの
基本姿勢

①市民力　市民と行政の協働によるまちづくりを進めます。
　・市民協働のまちづくり　・情報公開　・地域コミュニティの活性化

②地域力　地域の特性を活かし、一体感を育む合併後のまちづくりを進めます。
　・地域資源の有効活用　・新市としての一体感の醸成

③都市力　道州制を見据えた東九州の拠点都市づくりを進めます。
　・堅実・果敢な都市経営　・発展する東九州の拠点都市づくり
　・道州制を見据えたまちづくり
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（２）第二次国土利用計画・延岡市計画（平成12年3月）

市土利用の基本方針

① 交流ネットワーク都市の形成
　○総合交通網の整備はもとより、交流拠点となりうる施設の整備を図る。

② 産業拠点都市の形成
　○�高速道路網の整備に併せた広域拠点性の高い産業の形成や、それらを担う若者の定
住促進など、産業拠点都市の形成を進める。

　○農林漁業については、生産基盤、流通・販売体制の基盤整備等を推進する。

③ 社会基盤の整備
　○森林・河川・海岸等、地域の自然的特性を活かした快適な居住環境の整備を図る。
　○魅力ある都市機能の集積など、人と自然と産業が調和した社会基盤の整備を図る。

④ 市土の保全
　○�森林のもつ公益的機能や、市街地のみどりの都市防災機能に配慮した市土の保全を
図る。

⑤ 地域文化と福祉社会の創造
　○文化・教育施設の整備・充実等、地域文化の創造に配慮した土地利用を進める。
　○�高齢化、少子化社会に対応した、生きがいと安らぎのある福祉社会づくりを推進す
るため、保健・医療・福祉の密接な連携と拠点づくりに努める。　

県土利用の基本方向
（都市）

○�住宅地の郊外部への移行により、無秩序な市街化の進行がみられるため、土地区画整
理事業等による計画的な都市基盤整備を図る。
○�市街地内の低末利用地については、周辺の土地利用や環境に配慮し、適正な指導・誘
導等により、土地の有効利用を図る。
○�市街地進展部については、自然的土地利用との調和を図りつつ、生活環境の整備を推
進するとともに、無秩序な市街地の拡散を防止する。
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（３）都市計画区域マスタープラン（平成24年3月）
　　（日向延岡新産業都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）

都市づくりの
基本方向

①延岡市を中心とした東九州の中核を担う、県北の広域都市圏の形成
②自然や田園と共生した秩序ある集約的市街地の形成
③�自然・歴史・文化・地域産業などの地域資源を活かした、五ヶ瀬川、耳川の河川流域

単位での広域連携の形成

市街地像

①中心市街地
　○�川北地区は、市街地の再整備の促進と、多様な都市機能を備えた広域商業業務拠点
を形成する。

　○�川中地区は、歴史的・文化的な地域の特性を活かした、教養文化施設や交流施設の
計画的整備とうるおいのある都市空間を形成する。

　○川南地区は、商業業務機能の充実と川北・川中と連携による商業軸の一体化を図る。
②その他の既成市街地
　○住宅・商業施設・工場などの秩序ある土地利用配置を実現する。
　○居住環境の改善や防災性の向上、少子高齢社会への対応を図る。
　○安全・安心・快適な居住空間の維持・創出に向けたまちづくりを目指す。

③市街化進行地域
　○�市街地内農地などの低・未利用地、住宅、工場などの混在解消や生活道路・下水道
などの整備促進と集約的な市街地の形成に向けて、効率的な土地利用と都市施設整
備を一体的に行うとともに、計画的な緑地空間などを配置し、安全・安心・快適な
うるおいのある居住環境の形成を目指す。

④新市街地
　○�今後は既成市街地内の低・未利用地の有効利用や既存都市施設の再整備を図るもの
として、新市街地整備を基本的に抑制する。

　○�住宅や産業立地のニーズなどへの対応のために、新たな市街地の形成が必要である
と判断される場合についてのみ、周辺の歴史的、自然的環境などとの調和を図り、
計画的な土地利用と都市施設整備を一体的に行い、良好な居住環境の確保された特
色ある市街地の形成を目指す。

⑤郊外部の既存集落地域
　○�用途地域外に点在する既存集落においては、地域の活力を維持していくために、歴
史的、自然的環境などと調和した秩序ある土地利用の実現、良好な居住環境の形成
及びコミュニティの維持を目指す。
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図：日向延岡新産業都市計画区域構造図
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第３章 意向調査（アンケート調査結果）

１．調査概要

（１）概要
　居住する地域の現状や問題点、今後の方向性などについて住民の意向を把握するため、都市計画区域内に在
住の１８歳以上の方から２，０００人を無作為に抽出しアンケート調査を実施した。

　【実施期間】平成２３年１１月２１日（月）～平成２３年１２月２日（金）
　【調査範囲】都市計画区域内（以下の居住範囲）
　【性　　別】男・女
　【年  　齢】１８歳以上
　【抽出人数】２，０００人　（無作為抽出）
　【回 答 率】39％（７７６人）

（２）アンケート
　以下にアンケートの骨子を示す。
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２．アンケート調査結果

　アンケート調査結果の概要を示す。
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